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ヘリウムガス部

ヒューストン

サンノゼ

UAE

インド
カタール

ドイツ

東京本社、大阪本社、国内8支社・中央研究所で
ISO14001認証取得しております。

リノ

インドネシア

シンガポール

タイ（２０２１年開業予定）

ハノイ

ホーチミン

武漢

広州 深圳 台湾

フィリピン

クアラルンプール
セナイ ビンツル

韓国

大連

上海
嘉興

無錫

常州

天津

北京

イワタニのヘリウムネットワーク

イワタニのグローバルネットワーク

イワタニは、自社で輸入から販売まで一貫して行っています。
国内最多の輸入コンテナ（自社所有）と全国2ヵ所のヘリウムセンターにより、
わが国トップのヘリウムサプライヤーとして
安定供給、緊急出荷に万全な体制を確立しています。

東京ヘリウムセンター

大阪ヘリウムセンター

仙台

福岡

ヘリウムセンター
サテライトセンター
デポセンター

ヘリウムセンター
現地法人
駐在事務所

HELIUM

希少資源を未来につなぐ



ヘリウムの安定供給で、
世界の先端産業・未来技術を支えます

ヘリウムは1868年にイギリスの天文学者ロッキャーが、インドで皆既日食を観測していた時

に太陽光のスペクトル線の中から発見しました。その際、ギリシャ語の太陽を意味するhelios

（ヘリオス）からHelium（ヘリウム）と命名されたと言われています。宇宙空間におけるヘリウ

ムの存在量は宇宙物質の25 %、地球上では地殻中に重量比10億分の3、大気中には容積比

100万分の5（5 ppm）しか含まれていない貴重な資源です。そのため酸素、窒素、アルゴンの

ように空気から分離することができず、天然ガスの副産物として産出するヘリウムを分離、

精製する方法が行われています。商業ベースでは天然ガス中に一定量以上のヘリウムが存在

する必要があり、このような天然ガス田を有する国であるアメリカ、カタール、ポーランド、

ロシア、アルジェリア、オーストラリア等が限られた生産国となります。加えて、ヘリウムは

数年に一度の頻度で需給ギャップによる「供給危機」を繰り返しており、安定的な調達が課題

となっております。イワタニはその解決に向けて、日本で初めてカタール産の直接購入権を

獲得し、東からは従来のアメリカ産を、西からはカタール産を輸入することで「ダブルソース」

による安定調達、安定供給の実現をめざし、国内外の先端技術、研究開発に貢献しています。
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ヘリウムの用途

ヘリウムの特徴

ヘリウムは無色・無臭の不燃性の気体です。また水素に次いで軽く、沸点は摂氏マイナス269度と全元素の中でも最も低いガス。
絶対零度（-273.15度）でも液体のままであり、加圧をしなければ固体になりません。
また不活性であるとともに熱伝導率が高いことから、製造用雰囲気ガスとして産業界に幅広く利用されています。 

空気より軽く、最も低い沸点を持ち、不活性で熱伝導率の高い希少資源
ヘリウムガスは光ファイバー、半導体などのエレクトロニクスをはじめ、
宇宙ロケット、溶接、原子炉などの先端産業に欠かせない希少資源であります。
また極低温の液化ヘリウムは、超電導磁石を必要とする医療用MRI、NMRやリニアモーターカー、ウエハー製造装置に使われており、
宇宙ロケット向けにも供給するなど、最先端技術を支えています。

ヘリウムの優れた物性が、最先端技術&産業の明日を拓く

イワタニヘリウム輸入の歴史

バルーン・飛行船 ■
軽い、不活性の
性質を利用

溶接 ■
不活性、熱伝導率が
高い性質を利用

溶接 ■

■ 半導体
不活性、熱伝導率が高い、
比熱が高い性質を利用

分析 ■
不活性の性質、
分子サイズの
小ささを利用

■ その他

■  軽い（空気比14 ％）

■  不活性

■  分子径が小さい 2.18×10-10 m
■  沸点が極低温　絶対零度に最も近い 4.3 K
■  熱伝導率が高い（熱を伝えやすい）0.152 W/m・K
■  比熱が高い（流入熱量に対し温度が変化しにくい）5,193 J/kg・K
■  溶解度が低い（窒素と比較して溶解量は半分）

■  電離電圧が高く、イオン化しにくい

■  音の伝達速度が速い（空気の約3倍）970 m/s
■  極低温で超流動性を持つ

Atomic mass: 4.0026
Electron configuration: 2

Helium
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イワタニでは世界トップレベルの各種分析機器・多彩
な試験環境を備えた中央研究所を2013年4月に開所
しました。商社ならではの情報力と従来から蓄積して
きたガステクノロジーをベースに、新たな用途開発・
新技術でこれからの市場・ニーズを開拓します。

技術拠点である中央研究所

MRI・NMR ■

4

積して
開発・

中央研究所 全景

出典：日本産業・医療ガス協会（JIMGA）

©キヤノンメディカルシステムズ株式会社

©日本電子株式会社

1980

1990

2000

2010

1980年 
米国より自社所有コンテナ1号機 運用及び輸入開始

1982年
つくばガスセンター開業

1986年 
堺ヘリウムセンター開業

1988年
福岡ガスセンター開業
岡崎ガスセンター開業

1989年頃 
ヘリウム国内シェアNo.1獲得

2012年
中国（嘉興市）で ヘリウムセンター開業

2021年
タイヘリウムセンター
（2021年開業予定）

2010年
大阪ヘリウムセンター開業

2013年
カタールⅡからの購入開始

ガルフヘリウムサービス（カタール）を設立
マレーシアでヘリウムセンター開業

1990年
横須賀ガスセンター開業

2019年
東京ヘリウムセンター開業

2020

2019年

706万m3
日本

その他 ■

低温工学 ■

■ 光ファイバー
不活性、熱伝導率が高い性質を利用

■ リークテスト
分子サイズの小ささを利用

17 %

17 %
10 %

19 %
9 %

3 %
2 %

1 %

21 %

70 %

16 %

4 %
4 %

■ MRI・NMR
超伝導電磁石などの
冷却用として使用低温工学 ■

極低温環境が必要な
研究で使用

宇宙産業 ■
半導体 ■

分析 ■

ガスヘリウム
Gas Helium

2019年

210万m3
日本

液化ヘリウム
Liquid Helium

©JAXA

1 %

1 %

3 %



ヘリウム生産国と供給体制
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限られた国でしかつくられていない希少な資源ヘリウム。
イワタニでは、安定供給体制の構築のため、アメリカとカタールのダブルソースでヘリウムを調達しています。
国内2ヶ所の充填所を活用した国内市場への安定供給と、輸送の優位性を活かしたアジア市場への供給も積極的に行っています。

ヘリウムソースの獲得と安定供給ネットワーク

Russia
1 %

2,000,000 m3

Poland
1 %

2,000,000 m3

Algeria
9 %

14,000,000 m3

■ 東京ヘリウムセンター

■ 大阪ヘリウムセンター

国内拠点

Jiaxing

Malaysia

Thailand

ヘリウム生産国
※2019年時点の数値
出典：米国地質調査書

Ibaraki

Australia
2 %

4,000,000 m3

■ 嘉興岩谷気体有限公司■ マレーシア岩谷会社

J

Qatar

Qatar
32 %

51,000,000 m3

海外拠点

■ ガルフヘリウムサービス会社

USA
56 %

89,000,000 m3

Osaka

■ 泰国岩谷会社

コンテナは、定期的な検査が必要とされる上、最善
の状態で搬送する為のメンテナンスが不可欠です。
当社ではグループ会社であるエーテック（兵庫県
明石市）並びにガルフヘリウムサービス（カタール
国）の2拠点で、自社グループ内でメンテナンス、
修理を行える体制を整えております。

イワタニは、多数のコンテナ保有しており、動くヘリウム基地としてヘリウムの安定供給に貢献しています。

（イメージ）

ヘリウム安定供給の為の生命線“コンテナ”



MRI・NMR充填体制（国内）

天然ガス田 ヘリウム精製プラント コンテナ船 ヘリウムセンター

コンテナ
（極低温液化ヘリウム高性能魔法瓶）

液化ヘリウムデュワートレーラーカードルシリンダー

液化ヘリウム 液化ヘリウム

液体利用

ガス体ヘリウムガス体ヘリウムガス体ヘリウム

消費量少 消費量多

約26,000 m3 30～1,000 L2,300～3,000 m370～300 m37～17.7 m3

20,000 m3～2,300 m3～400～2,300 m3

14.7～30.0 MPa

ガス体利用

ー

ー

ー

～400 m3

保存状態

容量

充填圧力

30 MPa容器
イワタニでは30 MPa充填設備を導入
しています。現在、日本で流通している
ヘリウムガス容器は14.7MPaもしくは
19.6 MPa充填であり、日本国内では
新しい取り組みとなります。海外では
30 MPa容器は一般に普及しており、
保安、物流、ハンドリング面でも問題な
く運用されています。

■貴社既存設備への供給も可能
ご使用中の配管設備の耐圧が30 MPa対応となって
いない場合でも、当社にて減圧機能付きバルブを
ご用意しますので、貴社設備のまま供給が可能です。

従来容器

30 MPa容器

7.0

      17.7

46.7

58.0

52

81

1,370

1,340

232

267

充填量
（m3）

■概略仕様
容器
（L）

重量
（㎏）

容器高さ
（㎜）

容器外径
（㎜）

容器交換頻
度や

ガス発注作
業を軽減！

対応
使用量
目安
（月間）

ヘリウムソース 液化精製 コンテナ海上輸送 ヘリウム供給拠点

■デュワー
　クライオファブ社製デュワーを各ヘリウムセンターに各種類用意しています。

■トランスファーチューブ
　各MRI・NMRメーカーのトランスファーチューブを各ヘリウムセンターに複数用意しています。

■充填作業員
　充填員＋補助員（ドライバー）の2名体制にて対応します。
　充填員、補助員ともにMRI・NMRに対する磁場安全教育、充填作業教育など実施しています。

■その他
　養生用シート、調整器、加圧用ホース、非磁性工具、ヒートガンなどを複数準備しています。
　また、緊急用の液化ヘリウムを常時在庫を確保しています。

ヘリウムセンター
サテライトセンター
充填作業員（約20名）
北海道、東北、関東、東海、関西、中・四国、九州、沖縄に配置

充填実績
MRIメーカー、病院からの依頼で、国内にて年間数千台のMRI装置へ充填作業を実施して
います。他、中国および東南アジア諸国においても充填作業を展開しています。

全メーカー、全機種の対応が可能です。

7 8

ヘリウムの  供給方法

イワタニでは貴重な資源を最大限に活用するため、東京ヘリウムセンターと大阪ヘリウムセンターの2ヶ所を構え、
全国のお客さまに「必要な量を求められる形で、いつでもお届けできる」体制を整えています。
業界最高水準の7N超高純度ヘリウムガスや、充填圧力を30 MPaにまで高めた容器にも対応しております。
また、中国、東南アジア、中東にヘリウムセンターを建設し、販路を広げています。

輸入から供給まで一貫体制で取り組み、あらゆるニーズに応える

仙台

東京ヘリウムセンター

大阪ヘリウムセンター

福岡

■7N超高純度ヘリウムガス
イワタニは7N（純度99.99999 ％）超高純度ヘリ
ウムガスの取り扱いをしております。東京ヘリウム
センターより、全国に供給しております。ガスクロ
マトグラフ分析のキャリアガス、化学品の製造工
程、半導体や半導体材料の製造工程をはじめと
する様々な用途に使用されており、わが国の最先
端技術の更なる発展に貢献するべく供給に努めて
おります。

直径（㎜） 611 914 813 1,067

高さ（㎜） 1,413

611

1,247

611

1,143

508

1,230 1,537 1,660 1,710

1,372

1,840

タイプ 100 L60 L30 L 50 L 250 L（普）250 L（細） 500 L 1000 L

■イワタニのヘリウム
項目

純度

O2

N2

CO

CO2

THC

露点

超高純度ヘリウム

99.9999 % 以上

0.2 ppm 以下

0.5 ppm 以下

0.05 ppm 以下

0.05 ppm 以下

0.02 ppm 以下

-70 ℃ 以下

7N超高純度ヘリウム

99.99999 % 以上

0.02 ppm 以下

0.05 ppm 以下

0.01 ppm 以下

0.01 ppm 以下

0.01 ppm 以下

-80 ℃ 以下

高純度ヘリウム

99.995 % 以上

3 ppm 以下

10 ppm 以下

1 ppm 以下

1 ppm 以下

1 ppm 以下

-65 ℃ 以下



貯蔵設備及び処理設備の外面から第一種保安物件に対し第一
種設備距離以上、第二種保安物件に対し第二種設備距離以上
の距離を有すること。

容器置場の外面から第一種保安物件に対し第一種置場距離
以上の距離を、第二種保安物件に対し第二種置場距離以上の
距離を有すること。

ヘリウムの保安資料

ガスの供給から保安検査まで、
イワタニグループに一貫してお任せください

容器が配管で接続されている場合

　　　　　　 項目

化学式

分子量

沸点 ℃

凝固点 ℃

液密度（沸点） kg/L

ガス密度（1 atm, 0 ℃） kg/m3

ガス比重（空気）

蒸発潜熱（沸点） J/g

定圧比熱 Cp（液、沸点） J/g・K

定圧比熱 Cp（ガス、1 atm, 0 ℃） J/g・K

Cp/Cv（ガス、1 atm, 0 ℃）

熱伝導度（ガス、1 atm, 21.1 ℃） W/cm・K

熱伝導度（ガス、1 atm, 0 ℃） W/cm・K

臨界温度 ℃

臨界圧力 MPa

臨界密度 g/cm3

粘度（液、沸点） cp

粘度（ガス、1 atm, 0 ℃） cp

体積膨張（沸点の液体から1 atm, 0 ℃の気体）

燃焼または爆発する範囲の上・下限界

最小着火エネルギー mJ

自然発火温度 ℃

蒸気圧 MPa

溶解度 L/L-H2O（1 atm, 20 ℃)

ヘリウム

He

4.0026

－268.93

※

0.125

0.1785 

0.0695

20.4

4.98

5.193

1.66

1.53×10-3

1.45×10-3

－268

0.228

0.0696

0.0032

0.0187

699.7：1

̶

̶

̶

0.2275（臨界点）

0.0086

酸素

O2

32.00

－183

－219

1.14

1.43 

1.10 

213.5

1.69

0.92

1.40

2.66×10-4

2.45×10-4

－118 

5.07

0.44

0.1894

0.01922

799：1

̶

̶

̶

5.043（臨界点）

0.031

窒素

N2

28

－196

－210

0.80

1.25

0.97

199.7

2.06

1.04

1.40

2.55×10-4

2.40×10-4

－147

3.34

0.31

0.177

0.01671

646：1

̶

̶

̶

3.399（臨界点）

0.01557

アルゴン

Ar

39.95

－186

－189

1.39

1.79

1.38

157.4

0.56

0.52

1.67

1.75×10-4

1.64×10-4

－122

4.86

0.54

0.24

0.0212

784：1

̶

̶

̶

4.865（臨界点）

0.034

炭酸

CO2

44.01

－78.5

̶

1.03（－20 ℃）

1.97

1.53

345.2

0.786（－53 ℃）

0.83

1.31

1.66×10-4

1.47×10-4

31.0

7.376

0.466

0.217（－50 ℃）

0.01365

521：1

̶

̶

̶

5.730（20 ℃）

0.88

水素

H2

2.016

－253

－259

0.071

0.0899

0.0695

445.8

9.77

14.2

1.41

1.81×10-3

1.74×10-3

－240

1.293

0.0316

0.0133

0.00834

790：1

4.5 %～75 %

0.02

500～571

165.3（25 ℃）

0.0178

※Heは1 atm下では凝固しない。 絶対零度では25 atm, 4.22 Kでは、140 atmが必要である。

文献1：水素の物性と安全ガイドブック（2003年2月） 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
文献2：Encyclopedia of Chemical Technology Third edition Vol.16 Wiley Interscience
文献3：熱物性ハンドブック　日本熱物性学会編（1990年） （株）養賢堂
文献4：最新熱計算ハンドブック　ドイツ技術者協会（VDI）編（1996年9月） 日本能率協会マネジメントセンター
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イワタニグループの保安体制
イワタニグループは、『保安』に注力しており、各地に保安担当者を配置し、常にお客様のご相談に応じる体制をとっております。
また、グループ会社に経済産業大臣指定の「指定保安検査機関※」のガス保安検査（株）を擁しており、保安検査をはじめとする各種
検査・点検を実施することにより、設備の診断を行い、保安維持に関するご提案を致します。
※ガス保安検査㈱は、全国47都道府県において、一般則、液石則、コンビ則の高圧ガス製造事業所の保安検査を実施しております。

第二種保安物件
（住居の用に供するもの）

※一般住宅等

データ引用元

項目 質量
kg

液体
L

ガス

Nm3（0 ℃ 1 atm） Sm
3（21.1 ℃ 1 atm）
（米国）

Sm3（35 ℃ 1 atm）
（日本）

Mcf（21.1 ℃, 1 atm）

1

0.125

0.179

0.166

0.158

4.685

kg

L

Nm3

Sm3（米国）

Sm3（日本）

Mcf

8.013

1

1.430

1.327

1.268

37.60

5.602

0.699

1

0.928

0.886

26.27

6.039

0.754

1.077

1

0.955

28.32

6.320

0.789

1.128

1.047

1

29.65

0.213

0.027

0.038

0.035

0.034

1

［ヘリウム換算表］

※標準温度
米国：70 F（=21.1 ℃=294.11 K）
日本：35 ℃（=308K）

■ 高圧ガスの貯蔵とは？
一定量（0.15 m3）を超えて、高圧ガスの状態で停滞させること。（2時間以上）
■シリンダー1本でも、2時間以上定置すると貯蔵（※放置されているもの全てが貯蔵）
■シリンダーを積んだライトバン、配送車等を2時間以上停車しても貯蔵

■ ヘリウムガスの離隔距離

■ 貯蔵所の判定について

ガス区分

ヘリウムなどの
第一種ガスの場合

第二種貯蔵所

300 m3（3トン）以上  3,000 m3（30トン）未満
※届出が必要

第一種貯蔵所

3,000 m3（30トン）以上
※申請・許可が必要

ヘリウムガスをトレーラー、カードル、シリンダーに貯蔵する場合、事業所の貯蔵能力により上述の貯蔵所として
の許認可が必要です。ヘリウムガスの場合は第一種・第二種貯蔵所ともに、以下の離隔距離が必要です。

7.55 m
（第一種設備距離）

5.03 m
（第二種設備距離）

22.5 m
（第一種置場距離）

15.0 m
（第二種置場距離）

トレーラ

カードル

〈容器置場面積：25 m2以上〉〈貯蔵能力：10,000 m3未満〉

第一種及び第二種貯蔵所（容器により貯蔵する場合）

■容器が配管で接続されている場合 ■容器が配管により接続されていない場合（障壁なし）1 2

第一種保安物件
（学校・病院等）

第二種保安物件
（住居の用に供するもの）

第一種保安物件
（学校・病院等）

容器が配管に接続されていない場合

※一般住宅等

※（  ）内の数量は液化ガスの場合

※25 m2未満の場合でも充分な距離の確保が必要です。




